
要害山         山行日：4月12日                  記：イガ 

コース：上野原8:20－尾続8:35/40…尾続山 9:23…コヤシロ分岐 10:04…大むれさん

10:36…峠（常夜灯）11:03…要害山 11:10/50…山神社 0:03…小倉集落 0:20…新井

バス停0:45/13:12―上野原 

参加者：Lイガ、SLタウ、アイ、オヌ、ニシ、ヒヤ、スギ、カノ、サト 

 

  

 

 

コヤシロ展望所 墓村・権現山分岐 

尾続バス停準備中に小さなジープに

乗った男性が“尾続山へ？”と話しか

ける。その人が手作り案内図（上野原

駅前で配布している）作成者とか！ 

折角だからバス停に入口を示すもの

をつけてくれると助かるのだが、案内

通り歩き出す。 

 

 

歩き始めの急登 

 

 

イカリソウ 



 

  

  

 いつも頼りになる力強いSL さん 

 

案内図にある大きな石のある急な下り 

 

大むれさん  

 

登下集落と大倉集落を結ぶ峠 

大きな苔むした石灯篭が歴史を感じさ

せる。 

 



 

  

 

 
 

要害山にてランチタイム 

要害山山頂にて記

念撮影 

 

 

小倉集落にある山神社 

無時下山の手を合わせ

る。 

山の神とは“女の神様”

とか！ 



 

 

 

小倉集落からみる要害山、麓

ではオッパイ山と呼ぶそう

だ。見えなくもないが、片方

だけとは？ 

 

 

 

 

鏡渡橋から新井バス停へ。 

 

バスを待っていると、上野原駅前でバス乗客

の整理をしているオジサンがバイクに乗って

やってきた。“何処へ”と聞かれ、要害山へと

話すと、能岳で享保年間の石仏が見つかった

と話してくれ、近くに自宅があると見え、写

真を持って引き返してきた。 

例の案内図をもとに詳しく説明！ 

ぜひ見にいくと良いよと、“あの暴れん坊将

軍”の時代だと！ すっかりテレビドラマの

情報がこびりついているようだ。 

享保 19 年（1734 年）八代将軍徳川吉宗

（1716～45）  


